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始
め
に

 
日
向
三
代
神
話
に
は
大
嘗
祭
、
山
と
海
と
の
争
い
、
隼
人
の
服
属
、
海
宮

遊
行
な
ど
、
多
く
の
モ
チ
ー
フ
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
意
義
を
持
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
貫
く
の
は
「
聖
婚
」
で
あ

る
。
「
聖
婚
」
は
日
向
三
代
神
話
の
主
題
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
日
向
三
代
の
尊
親
は
異
界
婚
で
あ
る
。
異
界
婚
の
話
型
は

『
古
事
記
』
に
多
出
し
て
い
る
。
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
の
独
自
性
が
ど
こ

に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
節
で
は
、
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
の
独
自
性

を
考
え
る
。

 
日
向
三
代
の
系
譜
の
中
で
、
無
限
建
鵜
葺
草
葺
不
合
命
は
、
祖
父
の
遍
遍

芸
命
と
父
の
火
世
理
命
と
は
異
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
波
限
建
鵜
葺
草

葺
不
合
命
一
代
の
異
質
は
何
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
翌
冬
建

藁
葺
草
葺
不
合
命
に
関
わ
る
二
代
の
海
神
の
娘
-
豊
玉
毘
売
・
玉
依
当
主
の

聖
婚
説
話
は
、
単
に
長
い
だ
け
で
は
な
く
、
実
は
重
要
な
働
き
を
有
す
る
。

第
二
節
で
は
、
日
向
三
代
の
系
譜
を
検
討
し
つ
つ
、
波
限
建
鵜
葺
草
解
毒
合

命
一
代
の
異
質
の
理
由
を
探
り
、
豊
玉
毘
売
・
玉
依
毘
売
二
代
の
聖
婚
説
話

の
意
義
を
追
究
す
る
。

 
日
向
三
代
の
要
塞
説
話
に
一
種
の
【
天
皇
観
」
が
見
え
る
。
『
古
事
記
』

の
編
纂
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
天
武
天
皇
と
、
そ
れ
は
密
接
不

可
分
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
節
で
は
、
天
武

天
皇
の
意
思
を
推
察
し
つ
つ
、
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
で
示
さ
れ
て
い
る

「
天
皇
観
」
の
形
成
の
背
景
を
考
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
一

 
日
向
三
代
神
話
と
は
、
遍
鼻
翼
命
、
火
道
理
命
と
波
限
建
鵜
葺
草
葺
不
合

命
と
い
う
祖
父
、
父
と
孫
と
の
三
代
の
物
語
に
よ
っ
て
、
組
み
立
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
三
人
の
男
主
人
公
に
対
し
て
、
木
花
之
佐
久
夜
頃
売
、
豊
玉

毘
売
と
玉
坐
卓
売
と
の
三
人
の
女
主
人
公
が
い
た
。
こ
の
三
代
の
聖
婚
説
話

を
見
て
み
よ
う
。

 
ま
ず
は
、
遭
遍
運
命
と
木
花
之
佐
久
堅
雪
売
の
聖
婚
で
あ
る
。
遍
通
芸
命
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は
天
照
大
御
神
に
遣
わ
さ
れ
て
葦
原
中
国
に
降
り
、
笠
紗
の
岬
で
大
山
津
見

神
の
娘
の
木
花
之
佐
久
夜
比
売
と
出
会
っ
た
。
業
曝
芸
命
は
即
座
に
乙
女
に

結
婚
を
申
し
入
れ
た
。
木
花
之
佐
久
夜
比
売
は
一
夜
の
う
ち
に
妊
娠
し
た
。

出
産
の
時
期
に
際
し
て
、
適
魎
芸
命
は
そ
れ
を
怪
し
ん
で
、
生
ま
れ
る
子
が

自
分
の
子
か
ど
う
か
と
疑
っ
た
。
比
売
は
生
ま
れ
る
子
が
苗
草
芸
命
の
御
子

で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
た
め
に
、
戸
の
な
い
産
殿
に
こ
も
り
、
そ
れ
に
火
を

つ
け
て
三
人
の
子
を
生
ん
だ
。
三
人
の
子
は
火
照
命
、
火
壁
書
薄
命
と
望
遠

理
命
と
命
名
さ
れ
た
。

 
次
は
、
火
削
壁
命
と
豊
玉
毘
売
の
重
婚
で
あ
る
。
兄
の
釣
り
針
を
な
く
し

た
火
玉
理
智
は
、
塩
椎
神
の
教
え
に
よ
り
綿
津
見
神
宮
に
行
っ
た
。
そ
こ
で

歓
待
を
受
け
、
綿
津
見
神
の
娘
の
豊
玉
毘
売
と
結
婚
し
た
。
後
に
綿
津
見
神

か
ら
も
ら
っ
た
宝
珠
を
持
ち
帰
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
兄
を
征
服
し
た
。
一
方
、

豊
玉
立
売
は
出
産
の
た
め
に
海
辺
に
や
っ
て
き
た
。
だ
が
、
八
尋
和
迩
の
正

体
が
夫
に
知
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
婚
姻
は
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
。
豊
玉
毘

売
は
生
ま
れ
た
子
を
残
し
て
海
の
世
界
に
帰
っ
た
。
子
の
名
前
は
波
限
建
鵜

葺
草
葺
不
合
命
で
あ
る
。

 
最
後
は
、
波
限
建
鵜
葺
草
海
里
合
命
と
封
禅
身
売
の
聖
婚
で
あ
る
。
豊
玉

毘
売
に
残
さ
れ
た
子
の
波
青
墨
鵜
葺
草
葺
不
合
命
は
、
自
分
を
育
て
た
叔
母
、

つ
ま
り
豊
玉
毘
売
の
妹
で
あ
る
玉
案
野
望
を
騰
っ
た
。
五
重
命
を
始
め
、
稻

氷
温
、
御
毛
直
撃
、
若
御
毛
沼
命
と
の
四
人
の
子
を
設
け
た
。
若
御
下
沼
命

は
後
の
神
武
天
皇
と
な
っ
た
。

 
以
上
、
日
向
三
代
の
聖
婚
の
男
女
主
人
公
を
見
て
み
る
と
、
漣
遡
芸
命
、

火
遠
理
想
、
波
粗
製
鵜
葺
草
葺
不
上
等
と
の
三
代
の
天
孫
に
対
し
て
、
木
花

之
佐
久
連
比
売
は
山
神
、
豊
玉
毘
売
は
海
神
、
玉
依
聖
楽
も
海
神
と
な
り
、

い
ず
れ
も
国
神
で
あ
り
、
異
界
の
女
で
あ
る
の
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
日
向

三
代
の
墨
型
は
異
界
婚
の
連
続
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
異
界
婚
の
例
は
『
古
事
記
』
に
少
な
く
は
な
い
。
大
穴
牟
遺

命
と
須
世
理
毘
売
、
本
三
智
和
気
王
と
肥
長
比
売
、
大
物
主
神
と
勢
夜
陀
多

良
比
売
ま
た
活
玉
調
革
売
、
神
武
天
皇
と
富
戸
多
多
良
伊
須
須
岐
比
売
命
と

の
聖
婚
は
、
す
べ
て
異
界
婚
の
例
で
あ
る
。
大
穴
牟
遅
命
の
例
で
は
、
根
之

堅
州
国
に
行
っ
た
大
穴
牟
遅
命
は
、
色
々
な
試
練
を
無
事
に
終
え
、
最
後
に

須
世
理
毘
売
を
背
負
っ
て
、
生
太
刀
、
生
弓
矢
、
天
沼
琴
を
持
っ
て
逃
げ
出

し
た
と
い
う
。
本
牟
智
和
気
王
の
例
で
は
、
垂
仁
天
皇
の
御
子
の
本
牟
智
和

三
王
は
出
雲
大
神
の
要
り
を
解
く
た
め
、
大
神
の
宮
に
参
拝
に
行
っ
て
、
帰

る
途
中
で
、
肥
河
で
出
雲
国
造
の
祖
先
の
歓
待
を
受
け
、
長
長
比
売
と
一
夜

契
っ
た
が
、
比
売
の
正
体
が
蛇
だ
と
知
り
、
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
。
大
物
主

神
の
例
で
は
、
一
つ
は
大
物
主
神
が
矢
に
化
し
て
、
勢
夜
業
多
良
比
売
と
契

り
、
後
の
神
武
天
皇
の
皇
后
を
生
ん
だ
と
い
う
。
一
つ
は
大
物
主
神
が
夜
中

に
当
局
依
毘
売
の
所
に
通
い
、
神
君
・
鴨
君
の
祖
と
な
る
富
多
々
泥
古
命
を

生
ん
だ
と
い
う
。
神
武
天
皇
の
例
で
は
、
神
武
天
皇
が
三
輪
山
神
の
大
物
主

神
の
娘
の
富
登
多
多
良
池
須
須
岐
比
売
命
と
契
っ
た
と
い
う
。

 
こ
の
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
に
異
界
婚
の
話
が
よ
く
見
え
る
。
日
向
三
代

神
話
の
聖
婚
説
話
は
、
必
ず
し
も
特
殊
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
今
述
べ
た
例
が
い
ず
れ
も
異
界
婚
で
あ
る
け
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れ
ど
も
、
神
武
天
皇
の
一
例
を
除
き
、
す
べ
て
皇
御
意
を
設
け
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
に
は
、
火
遠
理
命
、
波
限
建
鵜
葺
草
葺

不
合
命
、
若
御
毛
沼
命
と
、
三
代
続
い
て
皇
統
を
継
承
す
る
。
し
か
も
、
若

御
毛
延
命
は
後
に
神
武
天
皇
と
な
り
、
日
本
の
初
代
天
皇
と
な
っ
た
。
と
い

う
よ
う
に
、
他
の
異
界
婚
と
異
な
り
、
日
向
三
代
の
基
点
は
、
皇
嫡
孫
の
誕

生
、
特
に
地
上
国
の
最
大
の
「
王
」
で
あ
る
神
武
天
皇
の
誕
生
に
関
わ
っ
て

お
り
、
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

 
ま
た
、
異
界
婚
で
生
ま
れ
た
皇
御
孫
は
、
異
常
誕
生
と
な
り
、
生
ま
れ
て

か
ら
神
聖
性
が
保
証
さ
れ
る
。
三
代
の
皇
御
孫
で
は
、
火
遠
細
魚
は
、
天
孫

の
遭
廼
芸
命
を
父
と
し
、
山
神
の
娘
で
あ
り
な
が
ら
国
神
で
あ
る
木
花
之
佐

久
夜
比
売
を
母
と
す
る
の
で
、
父
か
ら
天
と
稲
の
霊
力
を
、
母
か
ら
山
と
地

の
霊
力
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
火
中
誕
生
に
よ
っ
て

火
事
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
波
限
建
叢
薄
草
葺
不
合
命
は
、
父
の
火
青
書

命
の
性
格
を
継
承
し
た
の
で
、
天
、
稲
、
山
、
地
、
火
と
霊
力
を
備
え
て
い

る
。
若
御
毛
延
命
(
後
の
神
武
天
皇
)
は
、
父
か
ら
天
、
稲
、
山
、
地
、
火

の
霊
力
を
継
承
し
た
他
に
、
母
の
玉
依
毘
売
を
通
し
て
、
海
と
の
繋
が
り
を

深
め
た
。

 
三
代
の
系
譜
の
最
後
に
登
場
す
る
神
武
天
皇
は
、
父
祖
た
ち
が
異
界
婚
を

重
ね
た
結
果
、
「
天
と
地
」
「
山
と
海
」
「
火
と
水
」
「
稲
」
な
ど
の
霊
力
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
霊
力
に
よ
っ
て
、
地
上
国
の
初
代
君
主
と
な
っ

た
。
日
向
三
代
の
異
界
婚
は
、
神
武
天
皇
の
誕
生
に
繋
が
る
だ
け
で
は
な
く
、

神
武
天
皇
が
地
上
国
の
「
王
」
と
す
る
資
格
を
語
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
こ

に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
二

 
日
向
三
代
の
系
譜
に
お
い
て
、
蓬
遡
芸
命
と
火
青
藍
命
は
土
ハ
に
末
子
で
あ

る
が
、
波
糊
着
鵜
葺
草
葺
不
合
命
は
母
子
で
あ
る
。
魎
鮎
苗
命
と
火
遠
心
命

に
は
、
女
主
人
公
と
の
出
会
い
の
経
過
、
及
び
結
婚
相
手
の
出
自
及
び
御
子

の
異
常
誕
生
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
波
限
建
鵜

葺
草
葺
不
合
命
に
は
、
結
婚
相
手
と
四
人
の
子
と
の
名
前
が
記
さ
れ
る
だ
け

で
、
関
連
す
る
物
語
が
見
え
な
い
。
波
限
建
言
葺
草
葺
不
合
命
一
代
は
父
祖

と
異
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
が
う
か
が
わ
れ
る
。
倉
皇
建
藁
葺
草
葺
不

合
命
一
代
の
異
質
は
如
何
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
『
古
事
記
』
で
は
、
火
器
理
命
は
一
名
が
「
群
々
吉
見
命
」
と
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
神
武
天
皇
は
諺
が
「
彦
粉
々
出
見
一
と
あ
る
.
 
、
一
穂
々

手
見
命
」
も
「
火
々
出
見
」
も
「
ホ
ホ
デ
ミ
」
と
な
り
、
両
者
は
何
か
の
関

係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
津
田
左

右
吉
氏
は
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

 
第
一
は
、
木
花
之
佐
久
夜
比
売
の
生
ん
だ
火
照
命
・
火
須
勢
理
命
・
火
遠

理
命
の
三
柱
(
『
日
本
書
紀
』
で
は
四
柱
)
の
う
ち
、
最
初
の
二
面
に
は

「
ま
た
の
名
」
は
な
い
の
に
、
半
国
革
命
だ
け
は
「
ま
た
の
名
を
日
子
穂
穂

手
直
命
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
火
照
命
・
火
急
勢
亡
命
・

火
遠
理
命
の
名
義
は
す
べ
て
「
火
」
に
関
係
し
て
い
る
が
、
火
遠
理
命
の
亦

名
の
「
日
子
粟
穂
手
見
命
」
は
、
遡
廼
芸
命
と
共
に
稲
の
穂
か
ら
つ
け
ら
れ
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た
も
の
ら
し
く
、
「
火
」
と
は
縁
が
な
い
。
「
日
子
穂
穂
手
見
命
」
は
越
遡
芸

命
の
子
と
し
て
相
応
し
い
。

 
第
二
は
『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
の
条
に
は
っ
き
り
「
神
日
本
磐
余
彦
天

皇
、
諦
彦
火
々
出
見
」
と
書
い
て
あ
る
。
ま
た
、
四
つ
の
一
書
の
中
で
三
つ

(
第
二
、
三
、
四
の
一
書
)
は
「
磐
余
新
婦
々
出
見
」
と
し
て
い
る
。
「
日
子

穂
穂
手
見
命
」
は
「
磐
余
彦
火
々
出
見
」
と
同
一
人
物
、
つ
ま
り
神
武
天
皇

と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

 
氏
は
以
上
の
二
点
を
以
っ
て
、
海
幸
山
幸
神
話
に
現
れ
た
「
ホ
ホ
デ
ミ
」

が
元
は
通
黒
虫
命
の
子
で
あ
り
、
東
遷
物
語
の
主
人
公
の
「
ホ
ホ
デ
ミ
」
と

同
一
人
物
で
あ
り
、
火
遠
理
命
と
は
無
関
係
だ
っ
た
と
説
い
て
い
る
。
そ
し

て
、
ホ
ホ
デ
ミ
の
命
の
東
遷
物
語
は
魎
魎
芸
命
の
天
降
り
の
物
語
の
次
に
す

ぐ
に
来
る
は
ず
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
論
は
、
井
上
光
貞
氏
を
始
め
、
菅
野

雅
雄
氏
、
吉
井
巌
氏
、
中
西
進
氏
な
ど
の
多
く
の
先
学
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、

動
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

 
し
か
し
、
ホ
ホ
デ
ミ
の
命
の
東
遷
物
語
は
、
な
ぜ
選
士
露
命
の
天
降
り
の

物
語
の
次
に
す
ぐ
に
出
て
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
氏
は
続
け
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
遷
都
の
前
と
後
と
を
区
別
す
る
た
め
に
ホ
ホ
デ
ミ

の
命
が
二
分
さ
れ
、
一
つ
は
元
の
東
遷
物
語
の
主
人
公
と
な
り
、
さ
ら
に
新

た
に
「
神
武
天
皇
」
と
い
う
人
物
が
生
ま
れ
、
一
つ
は
海
幸
山
幸
神
話
の
火

遠
理
乱
と
結
合
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
二
人
の
ホ
ホ
デ
ミ
の
命
の
間
に
、

波
限
建
言
葺
草
葺
不
合
土
一
代
が
置
か
れ
た
と
い
う
。

 
東
遷
物
語
が
天
降
り
物
語
の
次
に
す
ぐ
出
て
来
な
か
っ
た
理
由
を
、
ヤ
マ

ト
遷
都
に
だ
け
着
眼
し
、
そ
の
間
に
登
場
し
て
い
る
人
物
や
物
語
の
重
要
性

を
見
て
い
な
い
と
い
う
氏
の
姿
勢
を
、
私
は
素
直
に
納
得
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
天
降
り
物
語
と
東
遷
物
語
と
の
間
に
登
場
し
て
い
る
豊
玉
毘
売
・
玉

依
々
売
二
代
の
聖
婚
説
話
が
、
実
は
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
点
が
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
代
の
聖
婚
説
話
の

重
要
な
役
割
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

 
(
一
)
水
と
稲
と
を
結
合
す
る
こ
と

 
(
二
)
「
天
神
之
御
子
」
の
尊
貴
性
を
強
調
す
る
こ
と

 
(
三
)
若
御
毛
沼
命
(
後
の
神
武
天
皇
)
の
唯
一
の
皇
統
継
承
者
と
い
う

 
 
 
 
資
格
を
保
証
す
る
こ
と

 
以
下
、
こ
の
三
点
を
順
番
に
見
て
い
こ
う
。

 
ま
ず
、
(
一
)
の
水
と
稲
と
を
結
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
古
事

記
』
に
は
次
の
よ
う
な
神
統
が
あ
る
。

 
天
照
大
御
神
-
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
之
忍
灘
耳
命
-
天
皇
岐
志
国
忌
立
志
天
津
日

高
日
子
灘
能
三
遍
山
並
-
天
津
血
目
同
日
子
墨
譜
量
見
命
 
 
天
津
旦
局
日
子
波
限
建
鵜
葺

草
葺
不
合
命
一
神
語
伊
波
礼
毘
古
(
思
慮
手
立
)
命

 
波
限
建
鵜
葺
草
葺
不
合
命
一
代
を
除
き
、
天
孫
の
代
々
は
「
穂
」
の
名
告

り
を
有
し
、
稲
穂
の
神
格
を
連
綿
と
し
て
継
承
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ

こ
に
、
現
世
天
皇
を
「
稲
神
の
子
孫
」
(
あ
る
い
は
天
皇
自
身
が
稲
神
で
あ

る
)
と
す
る
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
説
明
を
侯
た
な
い
。
し
か
し
、

「
稲
神
の
子
孫
」
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
地
上
国
の
「
王
」
に
は
な
ら
な
い
。

古
代
に
は
農
事
と
不
可
分
の
「
水
の
呪
能
」
は
、
帝
王
の
最
も
要
求
さ
れ
る
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徳
性
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

 
物
語
で
は
、
天
孫
(
稲
神
の
子
孫
の
意
を
指
す
)
は
二
代
続
い
て
海
神
の

娘
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
の
聖
霊
は
海
神
の
系
譜
を
天
神
の
系
譜
に
取
り
入

れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。
天
孫
は
海
神
の
娘
と
の
聖
婚

に
よ
っ
て
「
水
の
呪
能
」
を
取
得
し
、
「
海
」
と
い
う
他
界
を
支
配
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
水
界
支
配
の
演
能
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

始
め
て
地
上
国
の
「
王
」
と
す
る
資
格
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
論
理

に
従
え
ば
、
海
神
の
系
譜
は
ど
う
し
て
も
地
上
国
の
「
王
」
の
登
場
よ
り
先

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
豊
玉
嘉
事
・
玉
依
毘
売
二
代
の
聖
婚
説
話
は
、

こ
う
い
う
系
譜
上
の
意
義
を
有
し
、
地
上
国
の
「
王
」
の
誕
生
に
と
っ
て
は

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
天
神
、
海
神
両
系
譜
の
結
合
な
ら
ば
、
豊
玉
毘
売
一
代
の
聖

婚
で
既
に
完
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
玉
依
毘
売
の
登
場
は

何
を
意
義
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

 
「
玉
壷
毘
売
」
と
い
う
名
前
は
特
殊
性
を
持
っ
て
い
な
い
。
大
物
主
神
の

結
婚
相
手
は
「
活
玉
高
毘
売
」
と
あ
り
、
巫
女
の
一
般
的
な
名
前
だ
と
見
ら

れ
る
。
物
語
の
中
で
、
玉
依
毘
売
の
性
格
は
全
く
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ

豊
玉
高
専
の
妹
と
し
て
登
場
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
玉

依
毘
売
と
い
う
人
物
は
、
単
な
る
豊
玉
王
后
の
分
身
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
波
面
建
鵜
葺
草
葺
不
合
命
一
代
が
二
人
の
ホ
ホ
デ
ミ
の
命

の
間
に
差
し
挟
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
魁
偉
建
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
妻
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
波
限
建
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
母
の

豊
玉
毘
売
の
分
身
と
し
て
玉
依
毘
売
と
い
う
人
物
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
。 

天
降
り
の
物
語
と
東
遷
物
語
と
の
間
に
豊
玉
毘
売
・
玉
漁
戸
売
二
代
の
聖

婚
説
話
が
登
場
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
重
要
な
働
き
や
意
義

を
持
っ
て
い
る
の
は
、
豊
玉
毘
売
説
話
だ
け
で
あ
る
。
前
に
取
り
上
げ
た
、

(
二
)
の
天
神
の
御
子
の
尊
貴
性
を
強
調
す
る
点
は
、
ま
さ
に
豊
玉
毘
売
説

話
の
重
要
な
働
き
で
あ
る
。

 
こ
の
点
を
め
ぐ
り
、
記
紀
に
出
て
い
る
豊
玉
毘
売
説
話
を
比
較
し
な
が
ら
、

述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
火
遠
王
命
と
豊
玉
毘
売
の
聖
婚
の
場
面
を
も
う

一
度
見
て
み
よ
う
。

 
火
遠
理
命
は
塩
椎
神
の
教
え
に
よ
っ
て
綿
津
見
神
宮
に
着
い
た
。
豊
玉
切

売
の
侍
女
は
火
遠
軍
書
を
見
て
「
有
人
坐
我
井
上
香
木
之
上
。
甚
麗
壮
夫
也
。

益
我
王
而
甚
貴
」
と
、
火
埋
理
命
の
出
現
を
主
の
豊
玉
毘
売
に
報
告
し
た
。

そ
し
て
、
侍
女
の
話
を
聞
い
て
、
豊
玉
毘
売
は
父
に
「
黒
門
有
麗
人
」
と
言
っ

た
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
こ
の
個
所
に
侍
女
が
登
場
し
な
い
。
火
遠
理
命
の

出
現
は
豊
玉
毘
売
か
ら
「
有
一
希
客
者
、
在
門
前
樹
下
」
と
父
母
に
伝
え
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 
こ
こ
で
注
意
を
払
い
た
い
の
は
『
古
事
記
』
で
の
「
益
我
王
而
甚
貴
」
と

い
う
表
現
で
あ
る
。
「
有
一
希
客
者
」
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
『
日
本
書
紀
』

に
対
し
て
、
『
古
事
記
』
で
は
火
止
理
命
の
尊
貴
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

海
神
一
族
に
と
っ
て
、
重
言
理
命
は
海
神
よ
り
尊
い
存
在
と
設
定
さ
れ
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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『
古
事
記
』
に
お
け
る
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話

 
火
遠
理
命
の
出
現
に
対
し
て
海
神
の
反
応
は
ど
う
な
る
の
か
。
『
古
事
記
』

で
は
「
此
人
者
天
津
旦
口
同
国
御
子
、
虚
空
津
旦
局
 
。
即
於
内
介
入
而
、
美

知
皮
之
畳
敷
八
重
、
亦
絶
息
八
重
敷
其
上
、
坐
其
上
而
、
具
墨
取
机
代
物
、

為
御
器
、
即
令
婚
其
女
豊
玉
金
売
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
海
神
は
火
遠
理
命

を
「
天
津
旦
局
之
御
子
」
と
し
て
、
熱
烈
に
招
待
す
る
。
そ
し
て
、
娘
を
結

婚
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
海
神
於
重
富
二
八
重

席
薦
。
以
延
内
之
」
と
あ
り
、
火
遠
亡
命
を
「
希
客
」
と
し
て
招
待
す
る
だ

け
で
、
『
古
事
記
』
の
よ
う
に
特
別
な
扱
い
を
し
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、

『
古
事
記
』
は
『
日
本
書
紀
』
よ
り
「
天
神
の
御
子
」
と
す
る
火
遠
理
命
を

重
要
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
同
じ
傾
向
は
豊
玉
毘
売
の
出
産
の
場
面
に
も
見
え
る
。
『
古
事
記
』
で
は
、

豊
玉
仁
心
は
出
産
に
際
し
て
「
於
是
海
神
照
年
豊
玉
毘
売
溜
自
学
三
白
之
、

妾
已
妊
身
、
今
量
産
時
。
此
念
、
天
神
之
御
子
不
可
生
海
原
。
故
参
出
潮
也
。
」

(
傍
線
筆
者
)
と
述
べ
て
い
る
。
夫
に
自
ら
の
上
陸
の
理
由
を
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。

 
古
代
の
婚
姻
の
形
態
に
つ
い
て
、
武
田
祐
吉
氏
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。

男
子
が
女
子
の
も
と
を
訪
れ
て
婚
姻
を
す
る
こ
と
は
広
く
行
わ
れ
て
い

た
。
女
子
の
家
の
門
に
立
っ
て
そ
の
名
を
呼
ぶ
よ
り
、
よ
ば
い
の
語
が

婚
姻
の
意
味
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
風
俗
の
も
と
に
あ
っ
て
は

母
系
継
承
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
勢
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
妊
娠
し
て
出

産
期
に
近
づ
け
ば
女
子
は
男
子
の
も
と
に
お
も
む
く
。
そ
し
て
、
住
宅

以
外
に
産
所
を
設
け
て
分
娩
す
る
。
こ
れ
は
出
産
に
と
も
な
う
も
の
を

 
 
稼
れ
と
し
て
考
え
た
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
死
亡
の
場
合
に
も

 
 
別
に
裏
屋
を
作
っ
て
葬
儀
を
行
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
(
傍
線
筆
者
)

 
つ
ま
り
、
古
代
の
婚
姻
の
形
態
は
男
が
女
の
も
と
を
訪
れ
る
も
の
で
あ
り
、

出
産
期
に
近
づ
け
ば
、
女
子
が
男
子
の
も
と
に
赴
く
と
い
う
。
こ
の
論
理
に

従
え
ば
、
豊
玉
毘
売
は
夫
の
所
を
訪
ね
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
古
代
の
習
慣

に
し
た
が
っ
た
出
産
の
た
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
古
事
記
』
で
は
「
天
神
之
御
子
不
可
生
海
原
」
と
の
理

由
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
こ
の
段
は
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
妾
必
以
風
濤
急
峻
連
日
、
出
到
海
濱
。

請
為
我
作
産
室
相
待
 
」
と
あ
り
、
上
陸
す
る
理
由
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
「
天
神
之
御
子
不
可
生
海
原
」
と
い
う
理
由
付
け
に
は
必
ず
し
も

必
然
性
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
古
事
記
』
で
は
「
天
神
之
御
子
」

と
い
う
天
神
の
血
統
及
び
天
孫
の
尊
貴
性
を
強
調
す
る
意
図
が
見
え
て
く
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
「
天
神
之
御
子
」
の
尊
貴
性
は
、
最
後
は
神
武
天

皇
に
受
け
継
が
れ
る
。
豊
玉
富
里
神
話
は
、
神
武
天
皇
に
地
上
国
の
「
王
」

の
資
格
を
備
え
さ
せ
る
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
現

世
天
皇
の
正
統
性
を
語
ろ
う
と
す
る
『
古
事
記
』
の
主
旨
に
も
密
接
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

 
次
に
、
(
三
)
の
若
御
濡
鼠
命
(
後
の
神
武
天
皇
)
の
唯
一
の
皇
統
継
承

者
と
い
う
資
格
を
保
証
す
る
こ
と
に
移
る
。

 
日
向
三
代
の
重
婚
説
話
で
は
、
事
々
建
鵜
葺
草
葺
草
合
命
一
代
は
あ
ま
り
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物
語
化
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
玉
戸
毘
売
の
出
産
の
場
面
に
関

し
て
は
「
生
御
子
名
、
五
革
命
、
次
稻
朝
命
、
次
御
毛
沼
命
、
次
若
御
毛
沼

命
、
亦
名
豊
御
毛
沼
命
、
亦
名
神
倭
伊
波
礼
毘
古
平
。
故
御
忌
運
命
者
跳
浪

穗
、
渡
坐
干
常
世
国
、
稻
氷
命
者
為
批
国
辱
入
筆
海
原
也
。
」
と
あ
る
。
玉

三
塁
売
は
四
人
の
御
子
を
生
ん
だ
。
だ
が
、
稻
氷
命
が
批
国
に
、
ま
た
御
毛

沼
命
が
常
世
国
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
薄
氷
命
と
御
父
身
命
と
は
、
生
ま
れ

て
か
ら
す
ぐ
に
系
譜
上
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
に
、
五
瀬
命
も

『
神
武
記
』
に
入
っ
て
か
ら
間
も
な
く
戦
死
し
た
。

 
『
古
事
記
』
に
対
し
て
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
若
御
毛
沼
命
の
四
人
兄
弟

は
人
代
に
入
っ
て
か
ら
も
一
緒
に
戦
っ
て
い
る
。
早
く
若
御
毛
沼
命
の
兄
弟

た
ち
を
排
除
し
た
『
古
事
記
』
で
は
、
若
御
毛
地
主
を
唯
一
の
皇
統
継
承
者

に
さ
せ
る
意
図
の
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。

 
と
い
う
よ
う
に
、
豊
玉
毘
売
神
話
が
「
水
と
稲
の
結
合
」
と
「
天
神
之
御

子
の
尊
貴
性
を
強
調
す
る
」
と
の
役
割
を
、
ま
た
玉
筆
写
売
神
話
が
「
若
御

毛
沼
命
を
唯
一
の
皇
統
継
承
者
に
さ
せ
る
」
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
玉
事
由
売
は
豊
玉
毘
売
の
分
身
で
あ
り
、
波
限
建
鵜

葺
草
漁
戸
合
命
一
代
が
挿
入
さ
れ
て
か
ら
作
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
玉

依
毘
売
の
役
割
は
豊
玉
毘
売
神
話
に
移
さ
れ
て
も
別
に
支
障
は
生
じ
な
い
。

物
語
で
神
武
天
皇
が
豊
玉
毘
売
を
母
と
す
る
の
は
別
に
不
都
合
で
は
な
い
。

こ
の
意
味
で
豊
玉
垂
垂
が
神
武
天
皇
の
誕
生
に
直
接
に
繋
が
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

 
以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
波
限
建
鵜
葺
草
葺
不
合
命
一

代
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
玉
毘
売
・
玉
依
々
売
二
代
の
早
婚
説

話
が
登
場
し
た
。
こ
の
二
代
の
聖
婚
説
話
は
神
武
天
皇
の
誕
生
及
び
天
皇
と

す
る
資
格
を
語
る
も
の
と
な
り
、
海
神
・
天
神
の
系
譜
上
の
結
合
を
意
味
し

て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
「
天
神
之
御
子
の
尊
貴
性
」
を
強
調
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
現
世
天
皇
の
正
統
性
を
語
ろ
う
と
す
る
『
古
事
記
』
の
主
旨
に
密

接
す
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
二
代
の
海
神
の
系
譜
は
単
な
る
系
譜
上
の
意
義

だ
け
で
は
な
く
、
実
は
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
三

 
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
に
は
一
種
の
「
天
皇
観
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
天

孫
と
い
う
出
自
だ
け
で
は
ま
だ
地
上
国
の
「
王
」
に
は
な
ら
な
い
。
「
天
と

地
」
「
山
と
海
」
「
火
と
水
」
「
稲
」
な
ど
の
霊
力
が
地
上
国
の
「
王
」
と
し

て
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
霊
力
に
よ
っ
て
、
天
、
山
、
海
の
宇
宙
三

界
が
把
握
で
き
、
神
武
天
皇
に
初
め
て
地
上
国
の
「
王
」
と
し
て
の
資
格
が

保
証
さ
れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
天
皇
観
」
は
『
古
事
記
』
全
体
の
「
天
皇
観
」
で
も

あ
る
。
『
古
事
記
』
の
編
纂
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
天

武
天
皇
の
「
天
皇
観
」
に
も
通
じ
る
。
『
天
武
紀
』
に
あ
る
記
事
を
い
く
つ

か
見
て
み
よ
う
。

 
ま
ず
、
広
瀬
の
大
忌
祭
と
龍
田
風
神
祭
り
に
関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
る
。

最
初
の
記
事
は
天
武
四
年
(
6
7
5
)
四
月
癸
未
(
十
日
)
に
、
「
遣
小
紫

美
濃
王
・
小
錦
下
佐
伯
連
廣
足
、
祠
風
神
干
龍
田
立
野
。
遣
小
錦
中
間
人
連
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大
蓋
・
大
山
中
曾
禰
連
韓
犬
、

以
後
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
四
年
四
月
癸
未
(
十
日
)

 
五
年
四
月
辛
丑
(
四
日
)

 
同
七
月
壬
午
(
十
六
日
)

 
六
年
七
月
癸
亥
(
三
日
)

 
八
年
四
月
白
襲
(
九
日
)

 
同
七
月
壬
辰
(
十
四
日
)

 
九
年
四
月
甲
寅
(
十
日
)

 
同
七
月
辛
己
(
八
日
)

 
十
年
四
月
庚
子
(
二
日
)

 
同
七
月
丁
丑
(
十
日
)

 
十
一
年
四
月
辛
未
(
九
日
)

 
同
 
七
月
壬
寅
(
十
一
日
)

 
十
二
年
四
月
戊
寅
(
二
十
一
日
)

 
同
七
月
乙
巳
(
二
十
日
)

 
十
三
年
四
月
甲
子
(
十
三
日
置

 
同
七
月
戊
午
(
九
日
)

 
十
四
年
四
月
丁
亥
(
十
二
日
前

 
同
七
月
乙
種
(
二
十
一
日
)

 
朱
鳥
元
年
七
月
頃
寅
(
十
六
日
)

と
い
う
よ
う
に
、

祭
大
忌
神
於
廣
瀬
河
曲
。
」
と
あ
る
。
そ
の

廣
瀬
大
忌
神
祭
と
龍
田
風
神
祭
は
、

上
の
通
り
。

祭
龍
田
風
神
・
廣
瀬
大
忌
神

.
 
祭
龍
田
風
神
・
廣
瀬
大
忌
神

祭
龍
田
風
神
・
廣
瀬
大
忌
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
大
忌
神
・
龍
田
風
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

祭
廣
瀬
・
龍
田
神

 
 
 
 
 
天
武
朝
で
頻
繁
に
行

わ
れ
て
い
た
の
が
分
か
る
。

 
廣
瀬
の
神
は
穀
物
の
神
で
あ
る
が
、
稲
に
甘
き
水
を
注
ぐ
水
の
神
で
も
あ

る
。
龍
田
の
神
は
風
の
神
で
あ
り
、
稲
を
悪
し
き
風
か
ら
守
る
や
は
り
農
耕

神
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
廣
瀬
祭
と
龍
田
祭
は
、
農
耕
生
産
の
無
事
平
安
を
祈

る
祭
で
あ
る
。
こ
の
両
祭
が
国
史
に
現
れ
る
最
初
の
記
事
は
、
『
天
武
紀
』

四
年
の
条
で
あ
り
、
天
武
朝
に
お
い
て
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
恒
例
(
毎
年
四

月
と
七
月
)
の
祭
祀
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
廣
瀬
祭
と
龍
田
祭
と
の
他

に
、
天
武
朝
に
は
大
嘗
、
新
嘗
、
祈
年
、
月
次
な
ど
の
祭
祀
制
度
も
整
備
さ

れ
た
。
整
備
さ
れ
た
祭
祀
制
度
の
中
で
、
稲
作
の
豊
穣
を
祈
る
祭
が
多
か
っ

た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。

 
農
耕
社
会
で
は
統
治
者
に
と
っ
て
、
農
事
と
不
可
分
に
関
わ
る
水
の
生
成

力
の
取
得
、
水
旱
の
調
整
と
豊
穣
の
招
祷
、
水
に
よ
る
襖
祓
、
風
雨
の
来
襲

ま
た
季
節
の
変
化
の
予
知
等
の
呪
術
的
実
務
の
遂
行
は
、
重
要
な
任
務
と
な

り
、
必
緊
の
祭
政
行
為
と
な
っ
た
。
天
候
支
配
の
呪
能
、
特
に
雨
水
を
も
た

ら
す
「
水
徳
」
は
、
古
代
の
統
治
者
に
と
っ
て
決
し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
徳
性
で
あ
り
、
王
と
し
て
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
格
で
あ
っ
た
。

 
し
か
し
、
農
耕
を
大
き
く
左
右
す
る
天
候
や
水
を
掌
握
す
る
こ
と
は
、
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。

 
『
天
武
紀
』
五
年
五
月
の
条
に
「
下
野
国
司
奏
、
所
部
百
姓
、
遇
連
年
、

飢
之
欲
費
子
」
と
あ
り
、
同
年
六
月
の
条
に
「
大
旱
。
遣
使
四
方
、
以
捧
幣

用
、
祈
諸
神
祇
。
畑
田
諸
僧
尼
、
祈
干
三
寳
。
然
不
雨
。
由
是
五
穀
不
登
、

百
姓
飢
之
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
天
智
紀
』
に
あ
ま
り
見
え
な
い
「
雨
乞
い
」
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に
関
す
る
記
事
は
、
『
天
武
紀
』
に
九
回
も
見
え
る
。
水
不
足
に
よ
っ
て
、

「
五
穀
不
登
」
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
人
民
は
飢
謹
に
苦
し
ん
だ
。
「
飢
饒
」

は
天
武
朝
の
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

 
再
び
神
話
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
神
武
天
皇
が
登
場
す
る
前
に
、
豊
玉
毘
売

と
玉
依
毘
売
と
の
物
語
が
先
に
出
て
き
た
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は

海
神
の
系
譜
を
天
神
の
系
譜
に
取
り
入
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
一

方
、
こ
う
い
う
神
話
の
仕
組
み
は
、
ま
さ
し
く
「
不
作
」
や
「
飢
謹
」
に
苦

し
み
、
水
徳
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
天
武
天
皇
の
意
思
を
反
映
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
天
武
天
皇
の
背
徳
を
重
視
す
る
意
思
は
、

豊
玉
毘
売
・
玉
書
毘
売
二
代
の
早
婚
説
話
を
形
成
す
る
背
景
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

 
天
武
天
皇
と
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検

討
を
続
け
る
。

 
不
作
と
飢
饒
の
他
に
、
天
出
撃
に
は
天
変
地
異
の
記
事
も
目
立
つ
。
大
き

な
災
害
を
も
た
ら
し
た
も
の
に
、
七
年
十
二
月
と
十
三
年
十
月
の
地
震
が
あ
っ

た
。
原
文
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 
七
年
十
二
月
の
条

 
「
筑
紫
中
大
地
動
之
。
地
裂
廣
二
丈
、
長
三
千
黒
影
。
百
姓
舎
屋
、
毎
村

 
多
什
壊
。
」

 
十
三
年
十
月
の
条

 
「
壬
辰
、
念
写
人
定
、
大
地
震
。
基
國
男
女
叫
唱
、
不
知
東
西
。
則
山
崩

 
河
堤
。
諸
國
郡
官
舎
、
及
百
姓
倉
屋
、
寺
塔
神
社
、
破
壌
糖
類
、
不
可
勝

 
敷
。
由
是
人
民
業
六
畜
、
多
死
傷
之
。
時
自
判
湯
玉
、
没
而
不
出
。
土
左

 
國
田
苑
五
十
鯨
萬
頃
没
為
海
。
古
老
日
、
倉
皇
地
動
、
未
曾
有
也
。
」

二
つ
の
地
震
と
も
家
を
多
く
壊
し
た
が
、
十
三
年
の
地
震
は
特
に
人
民
の
死

傷
が
多
い
の
が
分
か
る
。
地
震
の
他
に
、
天
文
の
異
変
も
相
次
い
だ
。
最
も

烈
し
い
の
は
十
一
年
八
月
と
十
三
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。

 
天
武
十
一
年
八
月
の
条

 
「
甲
子
、
(
中
略
)
是
夕
昏
時
、
大
星
自
挙
世
西
。
○
丙
寅
、
造
法
令
殿

 
内
有
大
嶺
。
○
壬
申
、
有
物
、
青
葱
灌
頂
幡
而
火
色
。
薄
曇
流
星
。
毎
國

 
汐
見
。
或
日
、
入
事
海
。
楽
日
、
白
黒
起
於
東
山
。
其
大
四
團
。
○
癸
酋
、

 
大
地
動
。
○
戊
寅
、
亦
地
震
動
。
是
日
野
旦
、
有
虹
、
當
干
天
中
央
単
向

 
日
。
」

 
天
武
十
三
年
十
一
月
の
条

 
「
戊
辰
昏
時
、
七
星
倶
流
東
北
則
隈
之
。
(
)
庚
午
日
没
時
、
星
唄
東
方
。

 
大
士
公
瓦
。
逮
干
戌
、
時
天
文
悉
齪
、
以
星
影
如
雨
。
○
興
醒
、
有
星
、
李

 
干
中
央
。
與
昴
星
讐
而
工
女
。
及
手
書
失
焉
。
」

 
他
に
、
九
年
十
一
月
は
日
蝕
も
月
蝕
も
見
え
た
。
彗
星
も
十
年
九
月
と
十

三
年
七
月
に
見
え
た
。
天
候
も
不
順
で
あ
っ
た
。
八
年
は
氷
、
九
年
中
十
四

年
は
灰
が
降
っ
た
。
天
武
甲
に
は
不
作
・
飢
饅
の
他
に
、
地
震
、
天
文
の
混

乱
、
天
候
の
異
常
な
ど
も
相
次
い
だ
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

 
天
武
天
皇
は
一
国
の
統
治
者
で
あ
っ
た
が
、
大
自
然
は
掌
握
で
き
な
か
っ

た
。
天
変
地
異
に
伴
っ
て
、
人
民
の
政
治
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
っ
た
り
、

天
皇
の
「
正
統
性
」
が
疑
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
。
兄
の
遺
志
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に
逆
ら
い
、
甥
の
大
友
皇
子
を
始
め
、
多
く
の
人
を
殺
し
、
つ
い
天
皇
の
位

に
即
し
た
天
武
天
皇
は
、
こ
の
よ
う
な
天
変
地
異
に
臨
む
時
、
自
ら
の
「
天

皇
と
す
る
資
格
」
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

 
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
の
条
の
冒
頭
に
「
天
々
中
原
瀕
真
人
天
皇
、
天

命
開
田
天
皇
同
母
弟
也
。
幼
日
大
海
人
皇
子
。
生
而
吟
興
擬
之
姿
。
及
壮
雄

抜
神
武
。
」
と
あ
る
。
天
淳
中
原
瀬
真
人
天
皇
は
天
武
天
皇
で
あ
り
、
天
命

開
別
天
皇
は
天
智
天
皇
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
天
武
天
皇
の
武

勇
を
描
写
す
る
所
に
「
雄
抜
神
武
」
と
あ
る
。
恐
ら
く
、
天
武
天
皇
は
自
ら

「
神
武
」
の
天
皇
、
即
ち
、
地
上
国
の
最
大
の
「
王
」
と
な
ろ
う
と
す
る
願

望
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
上
国
の
最
大
の
「
王
」
と
な
ろ
う
と
す

る
天
武
天
皇
の
願
望
は
、
神
話
で
の
神
武
天
皇
に
託
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
か

ろ
う
。

 
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
で
は
、
神
武
天
皇
が
繰
り
返
し
た
異
界
婚
に
よ
っ

て
、
「
天
と
地
」
「
山
と
海
」
「
火
と
水
」
「
稲
」
な
ど
の
霊
力
を
持
つ
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
ら
の
霊
力
に
よ
っ
て
地
上
国
の
「
王
」
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う

神
話
の
仕
組
み
は
、
現
実
に
天
文
や
気
候
な
ど
の
混
乱
に
苦
し
み
、
大
自
然

の
霊
力
を
取
得
し
よ
う
と
し
、
地
上
国
の
最
大
の
「
王
」
と
な
ろ
う
と
す
る

天
武
天
皇
の
意
思
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
日
向
三

代
神
話
で
示
さ
れ
て
い
る
「
天
皇
観
」
は
、
天
武
天
皇
の
「
天
皇
観
」
に
通

じ
、
そ
の
形
成
す
る
背
景
が
天
武
天
皇
の
意
思
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
、
日
向
三
代
神
話
は
、
『
古
事
記
』
の
中
で
最
も
天
武
天
皇
の
意

思
に
近
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

 
津
田
左
右
吉
、
井
上
光
貞
両
氏
は
、
天
孫
降
臨
以
後
の
部
分
は
政
治
的
支

配
者
と
し
て
の
作
為
が
見
出
さ
れ
な
い
と
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
述
べ
て

き
た
よ
う
に
、
天
孫
降
臨
以
後
の
部
分
は
、
地
上
国
の
「
王
」
と
す
る
「
資

格
」
を
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
初
代
の
人
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
の
話
に

入
る
前
に
、
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
氏
た

ち
の
考
え
は
賛
成
し
に
く
い
。

 
 
 
 
 
終
わ
り
に

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
三
点
と
な
る
。

(一

j
 
『
古
事
記
』
に
異
界
婚
の
説
話
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
日
向
三
代
の

 
 
聖
婚
説
話
は
他
の
異
界
婚
と
異
な
っ
て
お
り
、
神
武
天
皇
の
誕
生
及

 
 
び
天
皇
と
す
る
資
格
を
語
る
所
に
独
自
性
が
あ
る
。

(
二
)
豊
玉
毘
売
・
玉
依
毘
売
二
代
の
聖
婚
説
話
は
天
神
と
海
神
の
系
譜
上

 
 
の
結
合
を
意
味
す
る
他
に
、
現
世
天
皇
の
正
統
性
を
強
調
す
る
『
古

 
 
事
記
』
の
主
旨
に
も
通
じ
る
。

(
三
)
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
に
見
え
る
「
天
皇
観
」
は
、
実
際
に
天
変
地

 
 
異
に
苦
し
み
、
大
自
然
の
霊
力
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、

 
 
神
武
天
皇
の
よ
う
な
地
上
国
の
最
大
の
「
王
」
と
な
ろ
う
と
す
る
天

 
 
武
天
皇
の
意
思
に
繋
が
る
。
と
り
わ
け
、
水
徳
を
重
視
す
る
天
武
神

 
 
皇
の
意
思
は
、
豊
玉
卸
売
・
玉
依
筆
写
二
代
の
聖
婚
説
話
を
形
成
す

 
 
る
背
景
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

日
向
三
代
神
話
の
主
題
は
「
聖
婚
」
で
あ
る
。
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話
を

一10一



通
し
て
、
天
武
天
皇
の
意
思
が
多
く
う
か
が
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
日
向

三
代
の
聖
意
説
話
は
、
最
も
天
武
天
皇
の
意
思
に
密
接
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
『
古
事
記
』
の
成
立
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
日
向
三
代
で
二
代
続
い
て
海
神
の
娘
が
登
場
し
た
。
海
神
は

阿
曇
氏
の
祭
神
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
神
話
は
阿
曇
氏
と
無
縁
で
は
な
い
。

海
幸
山
幸
神
話
で
は
隼
人
族
の
祖
が
登
場
し
た
。
阿
曇
氏
と
隼
人
族
は
共
に

海
人
族
で
あ
る
。
両
者
は
い
か
な
る
関
係
を
有
す
る
だ
ろ
う
か
。
日
向
三
代

神
話
が
『
古
事
記
』
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
と
、
海
人
族
は
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
日
向
三
代
神
話
を
考
察
す
る

上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

使
用
テ
キ
ス
ト
『
日
本
古
典
文
学
全
集
1
一
古
事
記
、
上
代
歌
謡
』
(
萩
原

 
 
 
 
 
 
浅
男
、
鴻
巣
隼
雄
校
注
、
訳
。
1
9
7
3
、
1
1
、
5
。
小

 
 
 
 
 
 
学
館
)

 
 
 
 
 
 
『
日
本
書
紀
』
(
井
上
光
貞
監
訳
。
1
9
8
7
、
3
、
1
5
。

 
 
 
 
 
 
中
央
公
論
社
)

注1
 
大
山
津
見
神
と
綿
津
見
神
は
国
神
の
代
表
で
あ
る
。
(
西
郷
信
綱
『
古
事
記

 
の
世
界
』
。
1
9
6
7
、
9
、
2
0
。
岩
波
書
店
)

2
 
小
学
館
の
『
日
本
古
典
文
学
全
集
1
』
の
頭
注
に
よ
る
と
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ

 
は
稲
穂
が
豊
か
に
実
る
意
と
な
る
。

3
 
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
(
上
)
』
(
1
9
7
2
、
6
、
1
0
。
岩

 
波
書
店
)

4
 
井
上
光
貞
『
日
本
の
歴
史
』
(
1
9
7
3
、
1
0
、
ユ
0
。
中
央
公
論
社
)
、

 
菅
野
雅
雄
『
古
事
記
系
譜
の
研
究
』
(
1
9
7
0
、
1
1
、
3
0
。
桜
江
社
)

 
吉
井
巌
『
天
皇
の
系
譜
ど
神
話
(
一
)
』
(
1
9
6
7
、
1
1
、
1
5
。
塙
書

 
房
)
、
中
西
進
『
古
事
記
を
読
む
2
1
天
降
っ
た
神
々
』
(
1
9
8
5
、
1
2
、

 
2
0
。
角
川
書
店
)

5
 
こ
の
点
は
既
に
津
田
左
右
吉
氏
に
指
摘
さ
れ
た
。
氏
は
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
が

 
海
神
の
女
た
る
地
位
に
於
い
て
も
、
そ
の
名
に
於
い
て
も
、
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

 
の
分
身
と
し
て
見
る
に
相
応
し
い
と
説
い
て
い
る
。
(
注
3
に
同
じ
)

6
 
武
田
祐
吉
「
上
代
の
民
俗
と
文
化
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
6
巻
9
号
。

 
1
9
4
1
、
9
。
)

7
 
類
似
の
表
現
は
遭
題
芸
命
と
木
花
之
佐
久
夜
比
売
と
の
聖
婚
に
も
見
え
る
。

 
木
花
之
佐
久
夜
色
売
は
出
産
の
時
期
に
際
し
て
、
［
是
天
神
之
御
子
、
私
不
可

 
産
故
旧
」
と
三
二
芸
命
に
言
っ
た
。
「
天
神
之
御
子
」
で
あ
る
ゆ
え
に
、
勝
手

 
に
産
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
天
神
之
御
子
」
を
強

 
調
す
る
役
割
か
ら
言
う
と
、
豊
玉
毘
売
の
聖
婚
説
話
は
や
は
り
中
心
的
に
働

 
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

8
 
青
木
紀
元
『
日
本
神
話
の
基
礎
的
研
究
』
(
1
9
8
3
、
5
、
1
5
。
風
間

 
壷
旦
房
)

9
 
尾
崎
暢
殊
「
祈
年
祭
以
前
(
下
)
」
(
『
学
苑
』
第
5
6
1
巻
、
1
9
8
5
、

 
1
1
。
)

10

@
津
田
左
右
吉
(
注
3
に
同
じ
)
、
井
上
光
貞
(
注
4
に
同
じ
)
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『
古
事
記
』
に
お
け
る
日
向
三
代
の
聖
婚
説
話


